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示した。そして，媒質が無損失または完全導体の場合の散乱係数は点(- 1/2, 0 )からの距離が常
に 1/2 になること，媒質tζ有限な損失があればその距離が 1/2 以下になること，媒質定数が周波
数に無関係ならば，周波数が高くなるに従いその距離が一定値に近づき，このとき各固有モードの磁

















次いで，著者は，円柱および球の散乱係数を複素平面上の点(ー 1/ 2. 0 )を中心とする統一式で表示
することにより，見通しょく広範囲の散乱係数の性質が得られる乙とを見いだし，さらに複素ベッセル
関数の数値計算法を工夫して散乱係数の計算に適用し，種々の有用な所見を得ている。最後に，純水，
食塩水，アルコール，セラミックなどの誘電体および銅の円簡を用い， VHF. UHF および、SHF 帯に
おける詳細な実験を行い，散乱波の指向特性を測定して計算値と比較し，よく一致する結果を得ている。
これらの成果は，電磁波工学の発展に寄与する所が大きく，本論文は，博士論文として価値あるもの
と認める。
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